


































ただし，Lay, Knish & Zanatta （1992）は，セルフ・ハンディキャッピングと先延ばし行動はどち
らも努力の遅延を図るものの，セルフ・ハンディキャッピングは先延ばし行動以外にもさまざまな
方略を採用すると指摘している。たとえば，セルフ・ハンディキャッピングは自己に関する的確な
情報を避けようとする傾向と結びつく（Strube & Roemmele, 1985; Berzonsky, 1992）。その一つが
困難な目標の選択である。Arkin & Baumgardner（1985）の分類枠組みでは，この行動は外的・獲
得的領域に属する。失敗することが確実な高すぎる目標を意図して設定することは，また，達成動



































6種類の課題着手時期を因子分析（主因子法）し，分散説明率 50.2％の 1因子を得た。表 1に因
子負荷量を示した。次いで，尺度の信頼性を確認すると α ＝ .89と高い信頼性が認められた。そこ

























さなかった。各因子の信頼性を確認するために α 係数を求め，表 2に付記した。因子 1から因子 3
は概ね十分な値であったものの，因子 4はα ＝ .52と不十分であった。そこで，以下の分析では因















# 　　　項　　目 因子 1 因子 2 因子 3 因子 4
5 どんなことでも，いつもベストを尽くす。＊ .77 .22 .01 －.13
13 何事もベストでのぞめないのはいやだ。＊ .68 －.01 .22 －.31
6 重要な活動などには，そのために必要な準備や経験が自分に
あることを確かめてから参加する。＊
.57 .08 .02 .21
7 試験の前にはとても不安になる。 .55 －.12 －.18 .13
3 試験を受ける時，十分過ぎるほど準備をしてしまう。＊ .52 －.18 －.37 .17
10 生活のある場面での悩みや不安を，他の場面には持ち込まな
い。＊
.20 .76 －.15 .21
23 気分転換が早くできるほうである。＊ .03 .71 .17 .18
4 人より体調が悪いことが多い。 －.06 －.48 －.10 .32
22 非常に落ち込んでしまい，簡単なことさえなかなかできなく
なってしまうことが時々ある。
.28 －.52 .09 －.03
1 失敗すると，すぐ状況のせいにしたくなる。 .16 －.07 .72 －.01
18 他人の期待にこたえられない時，理由づけしようとする。 .05 －.06 .58 .27
21 食べすぎたり飲みすぎたりすることがよくある。 .00 .02 .55 .04
2 ぎりぎりまで物事を先にのばすほうである。 －.33 .18 .47 .06
9 人に負けたりうまくいかなくなったりしても，余り傷つかな
いですむように，人とは張り合わないことにしている。
.00 .18 －.08 .61
12 いつ手に入るかどうかわからない未来の大きな楽しみより現
在の小さな楽しみの方を選ぶ。
－.14 －.07 .35 .46
11 自分はもっと努力すれば，もっとうまく出来るのにと思う。 .03 .20 .10 .45
8 本を読もうとする時，物音や空想で集中できなくなりやすい。 .04 －.17 .00 .35
14 いつの日か完壁になれたらと思う。 .26 －.03 .20 －.16
15 1日か 2日の軽い病気なら，時には病気であることを楽しん
でしまうこともある。
－.11 .18 －.01 .14
16 感情に邪魔されなければ，もっとうまくできるのにと思う。 .24 －.35 .20 .36
17 何かがうまくできない時，他のことはうまくできると自分を
元気づけることがよくある。
.07 .10 .15 .36
19 スポーツやテストをする時，運が悪いほうだと思う。 .34 －.17 .18 .12
20 重要なことがある前には，明瞭に考えたり，適切なことをす
る能力を妨げるようなものは飲まない。＊
.30 －.01 .00 .23
因子間相関　　　因子 1 .22 .04 .35
因子 2 .42 .10
因子 3 .07







# 　　　項　　目 因子 1 因子 2




8 みんなに喜んでもらえるすばらしいことをしたい。 .62 .2
16 いろいろなことを学んで自分を深めたい。 .62 －.08
1 いつも何か目標を持ってしていたい。 .60 .07
21 灘しいことでも自分なりに努力してやってみようと思う。 .58 －.05
6 ちょっとした工夫をすることが好きだ。 .56 .14
3 決められた仕事の中でも個性をいかしてやりたい。 .54 .12




20 社会の高い地位を目指すことは重要だと思う。 －.13 .70
18 成功することは，名誉や地位を得ることだ。 －.26 .69
5 他人と競走して勝つとうれしい。 .11 .67
22 世に出て成功したいと強く願っている。 .10 .62
11 どうしても私は人より優れていたいと思う。 .15 .60
17 就職する会社は，社会で高く評価されるところを選びたい。 .12 .55
9 競走相手に負けるのは悔しい。 .07 .53
13 勉強や仕事で努力するのは，他の人に負けないためだ。 .04 .47




14 結果は気にしないで，何かを一生懸命やってみたい。 .39 －.20
15 今の社会では，強いものが出世し，勝ち抜くものだ。 －.05 .28
19 今日一日何をしようか考えることは楽しい。 .39 .04
因子間相関 .20
α 係数 .84 .83
表 4　因子の平均値
因子 平均 SD t （102）  
セルフ・ハンディキャッピング
完全主義　　　　　　 3.42 0.81  5.28＊＊＊
楽天性　　　　　　　 3.73 1.02  7.28＊＊＊
責任転嫁　　　　　　 3.91 0.87 10.59＊＊＊
達成動機　　　　　　　　　　
自己充実　　　　　　 3.91 0.59 15.72＊＊＊
競争　　　　　　　　 3.46 0.65  7.21＊＊＊



















表 6　 セルフ・ハンディキャッピング尺度を説明変数， 
題着手時期を目的変数とする重回帰分析の結果
説明変数 β 標準化 β t p 
完全主義 －.404 －.376 －4.16 .000







完全主義 楽天性 責任転嫁 自己充実 競争
課題着手時期  1  －.17   －.42 ＊＊  .19   .29 ＊＊  －.10   .06  
自信  －.17   1  .27 ＊＊  .03   －.07   .22 ＊   .05  
完全主義  －.42 ＊＊  .27 ＊＊  1  －.18   －.21 ＊   .40 ＊＊  .10  
楽天性  .19   .03   －.18   1  .05   .12   .13  
責任転嫁  .29 ＊＊  －.07   －.21 ＊   .05   1  .10   .24 ＊  
自己充実的達成動機  －.10   .22 ＊   .40 ＊＊  .12   .10   1  .28 ＊＊ 
競争的達成動機  .06   .05   .10   .13   .24 ＊   .28 ＊＊  1
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